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令和５年第３回 
安全対策連絡協議会 

 
 

●開催日時 

  令和５年１１月１０日（金）午後３時から１時間 

●安全対策講話 

  渡邉信也 在シドニー日本国総領事館警備対策官 

「豪州における治安状況ほか」 

●意見交換 

  賃貸契約（主にシェアハウス）を巡るトラブルについて 
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●安全対策講話 

【ＮＳＷ州の治安状況】 
 

本日は、先日ニューサウスウェールズ（ＮＳＷ）州政府から発表された犯罪統計を

元に、特に最近ＮＳＷ州において懸念される治安情勢について紹介する。 
 
ＢＯＳＣＡＲ：https://www.bocsar.nsw.gov.au/ 

 
資料はＮＳＷ州犯罪統計局が本年９月に公表した資料となる。商店を対象とした窃

盗が増加傾向にあり、特に少年による犯罪率の増加が懸念されるといった内容であ

る。 
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上記のグラフは２０１３年から２０２３年までの１０年間における商店を対象とした窃

盗事件の発生件数となる。グレーの部分がコロナ禍におけるロックダウンが実施され

た時期。コロナ禍では急激に発生が減少したものの、コロナ禍以降は徐々に増加傾

向となり、コロナ禍以前の水準に戻りつつあることが確認できる。 
上記グラフには反映されていないものの、最近では特に増加傾向が顕著である。 

 
 上記グラフは同犯罪に関与した者を年代別に示したデータ。数値的には３０歳

代、次いで４０歳代、２５歳から２９歳、１４歳から１７歳の順番となっている。ところが、

同公表資料では若い世代、特に１４歳から１７歳のより多くの若者が同種犯罪に手を

染めていることに警鐘を鳴らしている。その根拠は次のデータから読み取ることがで

きる。 
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 上記資料はそれぞれの年代における同種犯罪を行う割合を求めたものとなるが、

同資料では１４歳から１７歳において、同世代全体に占める割合が最も高く２．２ポイ

ントとなっている。 
 
 若者世代における犯罪率の増加はクイーンズランド（ＱＬＤ）州において一層顕著で

あり、社会問題にまで発展しているところ、ＮＳＷ州においても注意を要する状況であ

るということを認識する必要がある。 
 
 本件は店舗を対象とした窃盗の状況を示したものの、主要罪種全体でコロナ禍以

降は増加傾向にある。今後は他の罪種、特に自動車盗、住宅侵入盗等で同様の傾

向が生じてもおかしくない。今後の動向を注視しつつ安全対策を徹底することが必要

である。 
 
 次に、ＮＳＷ州における銃を巡る犯罪等についてご説明する。 
 
 日本人の中には「豪州は、日本同様に銃の所持が禁止されているから銃のリスク

は低い」と認識する方が多いと感じる。他方で、テレビや新聞等の報道で拳銃発砲等

のニュースを見聞きすることも多いと承知する。 
 
 では実際に銃器の流通状況や銃器を巡る犯罪の発生状況はどのようになっている

かを以下に示す。 
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 上記の数値は、左がＮＳＷ州における銃器所持のライセンス保有者の数、右が登

録されている銃器の数となる。資料のとおりＮＳＷ州では百万を超える銃器が登録さ

れていることとなる。 
 
 他方で、以下は日本の状況である。 

 
 令和３年において、約１９万丁の銃砲が登録されている。ＮＳＷ州における銃器の

登録数は日本全体の約６倍に及ぶことが分かる。ＮＳＷ州の人口は約８２０万人であ

ることを踏まえると、とてつもなく多くの銃器が登録されていることとなる。 
 
 次に、銃器を利用した犯罪の発生状況で比較すると 
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 上記のグラフは２０１３年から２０２３にかけてのＮＳＷ州における銃を利用した強盗

と襲撃事件の発生件数の推移である。 
 銃を利用した強盗の数は２０１３年では８００件を超えていたものの、２０２３年では２

００件を大きく下回っていることが確認できる。 
 
 ちなみに、豪州全体においても同様の傾向が確認でき、１０年前と比較して銃の脅

威は大きく低下していることがうかがえる。 
 なお、２０２３年における件数は以下のとおりである。 

 
 他方で、日本の状況は以下のとおり。令和４年中、日本全体で９件の発砲事件が発

生しており、ＮＳＷ州の１７分の１となっている。 
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 豪州、日本ともに銃器の所持は原則禁止されているとは言え、実態としての銃の脅

威には大きな違いがあることが分かる。豪州における銃による被害のリスクは過去１

０年で大きく減少しているものの、日本の状況と比較すると未だ高いものと言わざるを

得ない。 
 
本日は、「銃による被害のリスク」を中心に話をしたが、一般的に治安が良いと言

われている当地では意外に感じた方もいることと思う。他方で、この意外性について

は銃のリスクに限らず強盗、窃盗、性犯罪等でも同様のことが言える。 
 
そのため安全と感じる場所であっても日本と同じ感覚で過ごせる場所は無いとの

認識を持つことが肝要である。 
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●意見交換 

  賃貸契約（主にシェアハウス）を巡るトラブルについて 

 

 会議に先立ち、協議会メンバーよりシェアハウスを巡るトラブル等について、実際に

見聞きした内容についてアンケート調査を実施、アンケート結果を踏まえて最近の傾

向と懸念となっているトラブル形態について協議。その後、総領事館からシェアハウ

スに関する注意点を紹介するとともに、参加者から様々な提案やアドバイスが寄せら

れた。 

 

アンケート調査の結果（抜粋） 

 

【性的被害・嫌がらせの事例】 

・ アジア人女性のみをシェアメイトとして募集していた男性から、入居後に性的関係

やマッサージを要求され、断ったら追い出された。 

・ 部屋の下見に行ったところ、家主の男性に襲われそうになった。抵抗し、隙を見て

外へ逃げ出した後も車で追いかけてきた。 

・ 日本人の中にはレイプされてしまった人もいると聞く。英語に自信が無いため被

害を訴えずに帰国してしまう人も。 

 

【詐欺被害の事例】 

・ 実際とは異なる綺麗な写真（他の物件の写真を盗用？）を掲載し、安い費用での

賃貸をアピール。様々な理由（例：オーナーが海外出張で不在等）により実際の物

件を確認する、また正式に契約する前に保証金や家賃の一部の支払いを求めて

くる。求めに応じて送金しても、何かと理由をつけて鍵を送らずに更なる送金を要

求。結局、最終的に連絡が取れなくなってしまう。 

※複数の報告あり 

・ 実在しない物件を紹介され、手付金を支払ってしまった。 

 

【その他トラブル】 

・ 施設を一部損壊、また鍵を紛失してしまった際、高額な賠償を求められた。 

・ 入居時に支払った保証金の返還を受けられなかった。 

・ オーナーから２歳の子供に対して言葉の虐待を受けた。 

・ 実際に入居すると、事前に知らされていた条件、環境と全く違っていた。 

・ 突然退去を求められた。 
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・ 家主が無断で個室に入ってくることがあった。 

 

総領事館からの注意点 

 

 

 

※当館ＨＰ「シドニー生活の安全の手引き」より抜粋。ご興味のある方は以下のリンクより詳細をご確認下さい。 

https://www.sydney.au.emb-japan.go.jp/document/japanese/life_and_safety/sydneysafetyguide2023.pdf 

 


